
 

 

  ☆実地調査報告書（総合所見欄）記入例 

 

実地調査報告書における総合所見欄の記載内容と、評価区分（Ａ～Ｅ評価）等の 

内容が、合致していない例が散見されておりますので、下記の記載例を参考にして 

下さい。 

○総合所見の記載例 

【全てＡ評価の場合】 

・全般的に適切であり良好であった。 

・本サービスの提供にあたり、問題ありません。 

・本制度を十分理解し、サービスの提供にあたり問題なし。 

・前回指摘事項は改善され、その他も良好であり全体を通し問題ありません。 

 

【評価中Ａ～Ｃ評価の場合】 

・全体的に概ね良好。 

・全般的に適切な運用状況、特段指摘事項なし。 

・指摘改善事項までは至らないが、概ね良好であった。 

・一部適正を欠き指摘改善までは至らないが、口頭にて指導した。 

・一部適正を欠くが、本サービスの提供にあたり問題なし。 

 

【評価中Ｄ・Ｅ評価がある】 

・前回指摘事項は改善されたが、新たな指摘事項があり更なる改善が必要。 

・適正を欠く事項について指導、○○○○については、早急に改善するよう指示。 

・本サービスの提供にあたり、全般的に不十分なため、改善に向けての指示をした。 

・当制度に対する認識と適切さに欠けるため、改善に向けての整備等を指示する。 

 

参考 

  評価基準 

   Ａ：極めて適切であり、他の模範となりうる 

   Ｂ：適切であり、積極的に行なわれている 

   Ｃ：ほぼ適切である 

   Ｄ：適切さにやや欠ける 

   Ｅ：適切でない 


